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＜あらまし＞ 教科・科目の目標に掲げられている見方・考え方について，見方は概念を指し，

意味ネットワーク的知識のリンクラベル的役割を果たすものと捉え，考え方は適切な見方に着

目して知識を検索したり，目的に応じた推論等を行う方法と捉える．広い意味での言語力の育

成を重視する今後の学校教育においては，見方・考え方を明示的に指導できることが教員とし

ての力量の重要な柱になると考える．教員の力量形成には，必然的に，これらの能力を評価し

たり，その指導力を向上させるための働きかけが必要になると考えられ，その方策を検討した．
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１．はじめに

2008年１月の中教審答申には，各教科の課題

や改善の方向性が示されている．共通するのは，

「知識・技能の活用など思考力・判断力・表現

力等に課題がある」だけでなく，その前提とな

るべき「基礎的・基本的な知識，概念さえ十分

に身に付いていない」点である．答申では，後

者への対策として，反復学習による指導の徹底，

その際，暗黙知に関しても体験的，身体的に理

解させること，さらには，重点指導事項例を提

示することを挙げている．また，前者について

は，各教科の知識・技能を活用する学習活動を

充実させることを提言している．

筆者らは，問題解決力や思考力育成の観点か

ら，各教科において見方・考え方を重視した指

導が必要であることを指摘し，教授活動ゲーム

（IAG：Instructional Activities Game）を活用し

て教員の力量形成や授業・教材の共有を支援す

るための IAG プロジェクトを行っている(松田

ら2007)．当該プロジェクトでは，中教審が述

べる「暗黙知」は，ガニェ流目標分類の「原

理・ルール・手続き」や「問題解決」「認知技

能」に該当し，言語化できないものではなく，

言語化して明示的に指導すべきものと捉えてお

り，その代表例として「見方・考え方」を位置

づけている．また，中教審答申の「重点指導項

目」は，答申や学習指導要領（解説）を見ても

ほとんど明示されていないことから，PDCA サ

イクルの中で，その時々の課題を通達文で通知

するものと想定される．これに対して，本稿で

は，IAG プロジェクトにおける指導案作成項

目の検討結果に基づき，各教科およびそれらに

共通する重要概念（例えば，見方・考え方の

「見方」もそこに含まれる）があると考える．

そして，それら見方・考え方や重要概念の指導

に焦点を当てて，教員の指導力向上を図る（そ

の前提として診断する）方策を検討する．

２．見方・考え方の指導

学習指導要領では，各教科・科目の目標の中

に，見方・考え方の習得や活用を掲げているも

のがいくつもある．しかし，指導要領解説を見

ても，それらの具体的内容を明示している例は

あまりない．つまり，これらの内容は言語化で

きない（暗黙知に分類される）という認識があ

るものと解釈される．各教科教育学の中では，

数学的な見方・考え方の研究が比較的進んでい

るが，児童生徒に理解させ，積極的に活用させ

るという視点から説明されたものは見られず，

それらの見方・考え方を活用させるための課題

や発問についての研究にとどまっている．つま

り，スキナー流のオペラント条件付けのように，

見方・考え方はたまたま学習者がそれを使った



時にはフィードバックを与えて強化できる可能

性があるが，そうでない限りは指導のしようが

無いと捉えているかのように見える．

筆者は，基礎・基本は，基礎的知識・技能と，

基本的な見方・考え方に分けて考えるべきであ

り，さらに，見方・考え方の見方はものごとを

捉えるための視点（ある種の概念），考え方は

それを活用した推論手続きと捉えるべきだと考

えている．筆者が提案した普通教科「情報」で

指導すべき情報的な見方・考え方(松田2005)は，

正に，視点（概念）とその使い方とのセットで

表現されている（例えば，『良さの基準』という

概念を明示した上で，「多様な『良さ』があること

に着目しながら，より良い問題解決を考える」とい

う考え方をさせる）．ガニェ流のＩＤ理論では，

概念は例と言語的定義とによって明示され，事

例を識別させながら理解定着を図る．そして，

手続きは，それらの概念が学習されているとい

う前提に立って，やはり，具体例でデモンスト

レーションして見せ，それを真似る練習の機会

を与え，フィードバックを返すことで習得を図

るものと考える．いずれにせよ，学習者任せで

はなく，このように何らかの指導法があるとい

う立場に立つことが重要である．

IAG プロジェクトでは，見方・考え方を指

導する方略の研究を行っており，コンセプトマ

ップを活用した類推の指導方略や，ゲーミング

手法によってモラルジレンマを生じさせ，分析

と総合レベルの目標達成を促す教材の開発など

を行っている(遠藤ら2008)．また，見方・考え

方の習得を促す指導（働きかけ）を評価するた

めに，指導案記述用の授業状況や教授意図，定

型的な発話内容である伝達補助情報の項目とし

て見方・考え方の指導に関する項目を含め，そ

れらの活用状況に着目して教師の力量を評価し

たり，フィードバックを返す試みを行っている．

３．見方・考え方と重要概念の体系化

見方・考え方の明確な指導法があるとすれば，

あとは，どのような見方・考え方を指導する必

要があるかを明確にする必要がある．IAG プ

ロジェクトでの経験によれば，各教科等に固有

の見方・考え方もあるが，教科等を超えた共通

の見方・考え方と捉えられるものも少なくない．

ブルームの目標の分類学に沿って，「分析」と

「総合」のレベルで理解させることを目指すの

であれば，これら各教科に固有と思われている

見方・考え方を相互に関連づける教科共通の重

要概念を明らかにしていく必要がある．そして，

かつて範例学習が目指したように，それらを必

要 低限の要素に絞り込んだ上で，その活用を

促すように複数教科等が連携して徹底的に習熟

させることが重要であろう．

前述した通り，現時点で見方と考え方とを明

確に関連づけて明示的に定義しているものとし

ては，情報的な見方・考え方しかない．現時点

で情報的な見方・考え方に出てくる概念や観点

には，情報，システム，良さ（基準），トレー

ドオフ，収集，処理，代替案，意思決定，権利，

責任，状況の違い，人の違い，協調，工夫，問

題点，セキュリティ，予測，変化，手順（アル

ゴリズム），ルール，プロトコル，共有などが

ある．また，良さには，速さ，コスト，効率，

信頼性，透明性（了解性），多義性，頑強性，

公開性，操作性などがある．システムとしても

のを見る時には，５Ｗ１Ｈ，目的と条件などの

観点や，因果関係，相関関係，前後（時間）関

係，位置（空間）関係などに着目する必要があ

る．これらは，科学的な見方（因果関係を客観

的に法則化する）上で，理科や社会科にも通じ

る見方・考え方を含み，国語で文章を読み書き

する時にも必要な見方・考え方も含む．
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